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希望と喜びに生きる―新たな転換期に立つキリスト教学校

2022・2023年度教研テーマ

http://www.k-doumei.or.jp/　E-mail info@k-doumei.or.jp

▶︎キリスト教学校教育同盟とは？
� 〈２〜３面〉
▶聖書のことば� 〈２面〉
▶︎キリスト教学校教育振興助成�〈３面〉
▶︎第65回小学校代表者研修会� 〈 〃 〉
▶︎教職員就職支援登録� 〈 〃 〉
▶︎公募� 〈 〃 〉
▶関東学院大学関内キャンパス�〈４面〉
▶︎キリスト教教育者物語� 〈 〃 〉
▶︎キリスト教Ｑ＆Ａ� 〈 〃 〉
▶︎行事予定� 〈 〃 〉

　この4月、全国のキリスト教学校教育同盟加盟校にお
いて、新たに多くの教職員のみなさまをお迎えできまし
た。私たちはみなさんを心から歓迎いたします。
　キリスト教学校教育同盟の源流は、1910年に発足した
「基督教教育同盟会」に遡ります。男子校10数校によっ
て第1回総会が同志社で開催され、初代会長には明治学
院長の井深梶之助先生が就任されました。その目的は、
国が宗教教育を禁じた法令、「文部省訓令第12号」に対し
て、キリスト教学校が行動を共にして抵抗し、キリスト
教教育を守り貫くことにありました。1922年には、「基
督教教育同盟会」と「女子基督教教育会」が合同し、新
「基督教教育同盟会」が成立しました。この新しい組織
こそが現在の「キリスト教学校教育同盟」の前身とな
り、したがって昨年は100周年の節目でもありました。
　さて、私の属する立教大学は、本年1月2日、3日、
箱根駅伝本戦出場が叶いました。毎年優勝争いを繰り広
げる青山学院さんとは異なり、実に55年ぶりの出場とな
りましたので、私も総長として、急遽、現地で応援する
こととなりました。12月26日には、立教学院のチャペル
で、「箱根駅伝出場感謝／ユニフォーム祝福・推戴式／
壮行礼拝」が開催されました。礼拝の中で、立教大学の
襷と選手のユニフォームが祝福され、私から選手代表に

襷を手渡しました。
　そして、今回の箱根駅伝では、結果、18位に終わりま
したが、往路復路全10区間、この襷は見事に繋がり、ゴ
ールを果たすことができました。実はこの襷には、10名
の選手たちだけではなく、部員全63名がサインをした名
前が記されていました。箱根路を走った選手たちは、部
員全員の思いと、私たちすべての祈りを繋いでくれたの
でした。
　駅伝は、それぞれの区間は一人で走るという意味で
は、限りなく個人競技であると共に、襷を繋いで、チー
ムとしてゴールを目指すという点で、完全な団体競技で
す。みなさんのキリスト教学校もまた、個々の教職員が
誠実に教育と学校運営に取り組むと同時に、そのキリス
ト教に基づく「建学の精神」を先達たちから受け継ぎ、
そして未来へと継承していくことによって成立する共同
体です。
　私たち、キリスト教学校教育同盟も、「基督教教育同
盟会」以来、連綿と継がれてきた＜キリスト教教育＞と
いう「襷」を、この時代に受け、次の世代へと託してい
く者たちの群れです。そして、今、その襷には、みなさ
んお一人おひとりの名前も刻まれているのです。
　� 〈立教学院院長・大学総長、教育同盟理事長〉

西 原 廉 太

〈キリスト教教育〉〈キリスト教教育〉
という「という「襷襷

たすきたすき

」を」を
つなぐことつなぐこと

新任教職員の皆さま新任教職員の皆さま
ようこそようこそ
キリスト教学校へ！キリスト教学校へ！

　
一
般
社
団
法
人
キ
リ
ス
ト

教
学
校
教
育
同
盟
第
１
１
１

回
（
２
０
２
３
年
度
）
定
時

総
会
が
６
月
２
日
（
金
）・

３
日
（
土
）、
神
戸
市
東
灘

区
の
学
校
法
人
八
代
学
院

（
神
戸
国
際
大
学
）
を
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
す
（
オ
ン
ラ

イ
ン
併
用
）。
主
な
議
題

は
、
２
０
２
２
年
度
事
業
報

告
並
び
に
計
算
書
類
の
承
認

及
び
監
査
報
告
、
２
０
２
３

年
度
事
業
計
画
、
予
算
報

告
、
欠
員
理
事
の
選
任
及
び

常
任
理
事
の
選
定
、
公
益
目

的
支
出
計
画
（
助
成
）
に
関

す
る
報
告
な
ど
。

　
初
日
午
後
は
特
別
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
し
て
講
演
Ⅰ
「
キ
リ

ス
ト
教
学
校
に
入
学
し
て
キ

リ
ス
ト
と
出
会
っ
た
私
の
体

験
」（
名
古
屋
学
院
大
学
国

際
文
化
学
部
准
教
授
・
黒
柳

志
仁
氏
）、
講
演
Ⅱ
「
い
の

ち
の
深
呼
吸

：園
児
・
児
童

・
生
徒
・
学
生
・
教
職
員
と

共
に
」（
日
本
聖
公
会
信
徒

・
植
松
功
氏
）
が
、
第
２
日

に
は
八
代
学
院
創
立
60
周
年

記
念
礼
拝
が
行
わ
れ
ま
す
。

《
会
場
校
紹
介
》

　
八
代
学
院
は
１
９
６
３

年
、
日
本
聖
公
会
主
座
主
教

八
代
斌
助
に
よ
っ
て
設
立
。

同
年
高
等
学
校
（
現
神
戸
国

際
大
学
附
属
高
等
学
校
）

が
、
１
９
６
８
年
に
大
学

（
現
神
戸
国
際
大
学
）
が
設

置
さ
れ
、「
神
を
畏
れ
、
人

を
恐
れ
ず
、
人
に
仕
え
よ
」

を
建
学
の
精
神
と
し
て
い
ま

す
。
国
際
都
市
・
神
戸
に
位

置
し
て
お
り
、「
全
人
格
教

育
を
通
じ
た
国
際
性
の
涵

養
」
を
理
念
と
し
、
人
間
性

豊
か
な
国
際
人
を
育
成
す
る

こ
と
を
使
命
と
し
て
い
ま

す
。

　
事
務
局
よ
り
４
月
１
日
付

け
で
加
盟
各
法
人
理
事
長
宛

に
開
催
要
項
等
を
送
付
済
み

で
す
。

　
申
込
締
切
４
月
21
日（
金
）

（
訂
正
）

　
本
紙
3
月
号
1
面
加
盟
校

動
静
欄
の
四
国
学
院
山
下
慶

親
氏
の
理
事
長
退
任
日
は
正

し
く
は
10
月
20
日
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

立教英国学院
（英・ウエストサセックス州）
ルーテル学院（三鷹市）
聖学院（北区）
聖路加国際大学（中央区）
頌栄女子学院（港区）
草苑学園（豊島区）
玉川聖学院（世田谷区）
東京女子大学（杉並区）
東京神学大学（三鷹市）
東洋英和女学院（港区）
≪神奈川県≫
フェリス女学院
（横浜市中区）
平和学園（茅ヶ崎市）
聖坂学院（横浜市中区）
和泉短期大学
（相模原市中央区）
関東学院（横浜市金沢区）
聖ステパノ学園（大磯町）
捜真学院
（横浜市神奈川区）
横浜英和学院
（横浜市南区）
横浜学院（横浜市中区）
横浜共立学園
（横浜市中区）
横須賀学院（横須賀市）
≪新潟県≫
敬和学園（新発田市）
≪山梨県≫
山梨英和学院（甲府市）
≪静岡県≫
聖隷学園（浜松市北区）
清水国際学園
（静岡市清水区）

静岡英和学院
（静岡市駿河区）

≪茨城県≫
茨城キリスト教学園
（日立市）
≪群馬県≫
共愛学園（前橋市）
新島学園（安中市）
≪埼玉県≫
聖望学園（飯能市）
浦和ルーテル学院
（さいたま市緑区）
≪千葉県≫
三育学院（大多喜町）
聖書学園（八千代市）
東京キリスト教学園
（印西市）
≪東京都≫
青山学院（渋谷区）
普連土学園（港区）
自由学園（東久留米市）
女子学院（千代田区）
啓明学園（昭島市）
恵泉女学園（世田谷区）
国際基督教大学（三鷹市）
香蘭女学校（品川区）
明治学院（港区）
日本聾話学校（町田市）
桜美林学園（町田市）
立教学院（豊島区）
立教女学院（杉並区）

加盟学校法人一覧
〈102法人〉
【2023.4.1現在】

水色…東北・北海道地区
黄色…関東地区
桃色…関西地区
緑色…西南地区

＊学校法人一覧の（　）内は法人の所在地です

西南学院（福岡市早良区）
西南女学院
（北九州市小倉北区）
≪長崎県≫
鎮西学院（諫早市）
活水学院（長崎市）
長崎学院（長崎市）
≪熊本県≫
九州学院（熊本市中央区）
九州ルーテル学院
（熊本市中央区）
≪沖縄県≫
沖縄キリスト教学院
（西原町）

≪山口県≫
梅光学院（下関市）
≪福岡県≫
福岡女学院（福岡市南区）
折尾愛真学園
（北九州市八幡西区）

西南地区西南地区

関西地区関西地区

≪石川県≫
北陸学院（金沢市）

≪岐阜県≫
岐阜済美学院（関市）

≪愛知県≫
金城学院

（名古屋市守山区）

名古屋学院

（名古屋市東区）

名古屋学院大学

（名古屋市熱田区）

柳城学院

（名古屋市昭和区）

≪三重県≫
愛農学園（伊賀市）

松蔭女子学院（神戸市灘区）
夙川学院（神戸市長田区）
八代学院（神戸市東灘区）
≪島根県≫
キリスト教愛真高等学校
（江津市）
≪広島県≫
広島女学院（広島市東区）

≪香川県≫

四国学院（善通寺市）

≪愛媛県≫

松山学院（松山市）

松山東雲学園（松山市）

≪高知県≫

清和学園（南国市）

≪滋賀県≫
ヴォーリズ学園
（近江八幡市）
≪京都府≫
同志社（京都市上京区）
平安女学院
（京都市上京区）
≪大阪府≫
梅花学園（茨木市）
桃山学院（和泉市）
大阪女学院（大阪市中央区）
大阪キリスト教学院
（大阪市阿倍野区）
大阪YMCA（大阪市西区）
プール学院（大阪市生野区）
清教学園（河内長野市）
≪兵庫県≫
日ノ本学園（姫路市）
関西学院（西宮市）
啓明学院（神戸市須磨区）
神戸女学院（西宮市）
頌栄保育学院
（神戸市東灘区）

≪北海道≫
北星学園（札幌市厚別区）

東北・東北・
北海道地区北海道地区

関東地区関東地区

遺愛学院（函館市）
酪農学園（江別市）
≪青森県≫
弘前学院（弘前市）
東奥義塾（弘前市）
≪岩手県≫
盛岡大学（滝沢市）
≪宮城県≫
宮城学院（仙台市青葉区）

尚絅学院（名取市）
東北学院（仙台市青葉区）
≪山形県≫
基督教独立学園
（小国町）
山形学院（山形市）
≪福島県≫
石山学園（会津若松市）
聖光学院（伊達市）

（
６
月
２
日
・
３
日
）

（
６
月
２
日
・
３
日
）

八
代
学
院（
神
戸
国
際
大
学
）で
開
催

八
代
学
院（
神
戸
国
際
大
学
）で
開
催

第第
111111
回
定
時
総
会

回
定
時
総
会
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一
般
社
団
法
人
キ
リ
ス
ト
教

学
校
教
育
同
盟
と
一
般
財
団

法
人
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育

同
盟
維
持
財
団
が
合
併
、
現

在
に
続
く
「
一
般
社
団
法
人

キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同

盟
」
と
し
て
出
発
し
、
２
０

２
０
年
に
設
立
１
１
０
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。　

設
立
の
目
的

〇
全
国
の
キ
リ
ス
ト
教
学
校

が
情
報
交
換
を
し
、
協
力
関

係
を
結
ぶ
こ
と
で
、
互
い
に

キ
リ
ス
ト
教
教
育
の
向
上
を

目
指
す
。

〇
加
盟
校
に
共
通
す
る
問
題

を
共
有
し
、
教
職
員
の
研
修

等
を
通
し
て
解
決
や
改
善
策

を
模
索
す
る
。

加
盟
校
（
２
０
２
２
年
）

　
１
０
２
学
校
法
人
が
加

盟
、
児
童
生
徒
学
生
数
約
34

万
人
、
教
員
お
よ
び
専
任
職

員
数
約
４
万
人

決
議
機
関

　
定
時
総
会
（
毎
年
１
回
６

月
開
催
）
お
よ
び
理
事
会

（
例
年
５
回
）

全
国
委
員
会
な
ど

　
委
員
会
担
当
理
事
や
地
区

の
加
盟
校
か
ら
選
出
さ
れ
た

全
国
委
員
で
構
成
。

◇
教
育
研
究
委
員
会

〈
大
学
部
会
・
中
高
部
会
・

小
学
部
会
・
聖
書
科
部
会
・

事
務
職
員
部
会
・
教
職
員
後

継
者
養
成
部
会
〉

◇
広
報
委
員
会

地
区
協
議
会

　
東
北
・
北
海
道
地
区
（
13

法
人
）
／
関
東
地
区
（
47
法

人
）
／
関
西
地
区
（
31
法

人
）
／
西
南
地
区
（
11
法

人
）。
地
区
協
議
会
は
各
地

区
代
表
理
事
の
も
と
、
地
区

協
議
会
総
会
を
開
催
。

主
な
全
国
的
活
動

定
時
総
会
（
６
月
開
催
）

　
会
員
（
加
盟
校
）
の
代
表

者
ほ
か
の
出
席
者
が
集
ま

り
、
前
年
度
活
動
報
告
と
承

認
、
次
年
度
活
動
計
画
の
報

告
等
が
な
さ
れ
る
ほ
か
、
講

演
な
ど
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
。

＊
今
年
度
会
場
校
：
八
代
学

院
（
１
面
参
照
）。
総
会
の

開
催
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま

す
。

学
校
代
表
者
協
議
会

（
11
月
開
催
）

　
各
法
人
・
学
校
の
代
表
者

向
け
の
研
修
会
と
い
う
位
置

づ
け
で
、
学
校
運
営
を
経
営

と
教
学
の
両
面
か
ら
具
体
的

に
考
え
て
い
き
ま
す
。
講
演

や
討
議
を
通
じ
、
必
要
な
こ

と
や
決
断
す
べ
き
こ
と
を
協

議
し
、
代
表
者
間
で
情
報
を

共
有
し
な
が
ら
キ
リ
ス
ト
教

学
校
の
新
し
い
方
向
性
を
打

ち
出
し
ま
す
。

教
育
研
究
委
員
会

各
部
会
と
活
動

　
加
盟
校
か
ら
選
ば
れ
た
教

員
・
職
員
に
よ
る
委
員
で
構

成
さ
れ
た
６
つ
の
部
会
の
中

に
各
種
実
行
委
員
会
を
設
置

し
、
様
々
な
研
修
や
集
会
を

企
画
・
開
催
。
２
年
に
一

度
、
全
国
委
員
会
で
教
研
テ

ー
マ
が
決
め
ら
れ
、
各
部
会

で
の
研
修
も
そ
の
テ
ー
マ
を

も
と
に
準
備
さ
れ
ま
す
。

　
教
研
委
員
会
の
各
部
会
で

企
画
さ
れ
た
研
修
会
や
会
議

を
通
し
て
、
全
国
の
同
じ
職

域
の
教
職
員
が
集
い
、
課
題

に
向
き
合
い
、
交
流
を
深
め

ま
す
。
職
域
や
勤
続
年
数
な

ど
に
よ
り
参
加
者
に
合
っ
た

様
々
な
研
修
会
を
設
定
。
日

々
の
慌
た
だ
し
い
職
場
か
ら

一
時
的
に
離
れ
て
、
同
職
種

の
方
々
と
と
も
に
そ
の
グ
ル

ー
プ
に
適
し
た
テ
ー
マ
を
通

し
て
考
え
学
び
、
そ
こ
で
吸

収
し
た
こ
と
が
日
々
の
業
務

の
中
で
活
か
さ
れ
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

◇
大
学
部
会

・
大
学
新
任
教
員
研
修
会

聖書のことば

岡田　朋記

土台を据える

（
３
面
に
つ
づ
く
）

キリスト教学校
教育同盟とは？

　今月号では、キリスト教学校教育同
盟について、新任教職員の皆様にも理
解いただけるようご紹介いたします。
ぜひご一読ください。なお、掲載され
ている行事には、新型コロナウイルス

感染拡大のため、2020年
以降は中止されているも
のがあります。

教
育
同
盟
の
あ
ゆ
み

　
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か

け
て
キ
リ
ス
ト
教
学
校
が
次

々
に
創
立
し
、
日
本
の
教
育

の
重
要
な
柱
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
１
８
９
９

（
明
治
32
）
年
に
発
令
さ
れ

た
文
部
省
訓
令
第
12
号
に
よ

っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
学
校
は

宗
教
教
育
を
禁
止
さ
れ
、
そ

の
存
立
を
脅
か
さ
れ
る
状
況

と
な
り
ま
し
た
。
キ
リ
ス
ト

教
教
育
を
続
け
る
場
合
は

「
各
種
学
校
」
扱
い
と
な
り
、

上
級
学
校
へ
の
進
学
や
徴
兵

猶
予
の
特
権
を
失
う
こ
と
と

な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
こ

の
状
況
に
対
し
て
、「
基
督

教
主
義
学
校
に
共
通
な
る
諸

問
題
を
研
究
し
、
其
進
歩
発

達
を
計
り
、
必
要
の
場
合
に

は
共
同
の
行
動
を
執
る
」
こ

と
を
目
的
に
、
１
９
１
０
年

に
キ
リ
ス
ト
教
男
子
学
校
10

数
校
が
「
基
督
教
教
育
同
盟

会
」
を
組
織
し
ま
し
た
。
13

年
に
は
、
20
数
校
の
女
子
校

が
「
女
子
基
督
教
教
育
会
」

を
組
織
、22
年
、こ
の
２
つ
の

会
が
合
同
し
て
「
基
督
教
教

育
同
盟
会
」と
な
り
ま
し
た
。

　
発
足
当
初
よ
り
、
各
加
盟

校
相
互
の
連
絡
協
力
を
は
じ

め
、
キ
リ
ス
ト
教
教
育
に
関

す
る
調
査
研
究
な
ら
び
に
そ

の
促
進
、
教
科
書
の
編
集
、

国
内
に
お
け
る
対
外
折
衝
ほ

か
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
１
９
５

０
年
頃
に
地
区
ご
と
の
協
議

会
や
、
教
育
研
究
委
員
会
、

広
報
委
員
会
が
組
織
化
さ
れ

て
の
活
動
を
始
め
、
同
時
期

に
名
称
も
「
基
督
教
教
育
同

盟
会
」
か
ら
「
基
督
教
学
校

教
育
同
盟
」
へ
改
め
ら
れ

て
、
新
規
約
が
整
え
ら
れ
ま

し
た
。
１
９
７
１
年
に
は
財

団
法
人
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教

育
同
盟
維
持
財
団
設
立
が
認

可
さ
れ
、そ
の
後
40
年
以
上
、

加
盟
校
の
経
営
を
財
政
的
に

支
え
る
役
割
を
持
つ
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
財
団

設
立
に
伴
い
、
名
称
表
記
の

「
基
督
教
」
が
「
キ
リ
ス
ト

教
」に
改
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
４
年
10
月
15
日
付

け
で
、
そ
れ
ま
で
の
任
意
団

体
か
ら
、
そ
の
使
命
と
責
任

を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
に

「
一
般
社
団
法
人
キ
リ
ス
ト

教
学
校
教
育
同
盟
」
に
移
行

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
２
０
１

５
年
６
月
12
・
13
日
に
聖
隷

学
園
で
開
催
さ
れ
た
第
１
０

３
回
定
時
総
会
に
お
い
て
、

・
大
学
部
会
研
究
集
会

・
キ
リ
ス
ト
教
看
護
教
育
推

進
会
議

◇
中
高
部
会

・
中
堅
教
員
リ
ト
リ
ー
ト

（
節
目
研
修
）

・
中
高
研
究
集
会

◇
小
学
部
会

・
小
学
校
代
表
者
研
修
会

◇
聖
書
科
部
会

・
全
国
聖
書
科
研
究
集
会2022聖書科研究集会

◇
事
務
職
員
部
会

・
事
務
職
員
夏
期
学
校

（
入
職
１
年
～
数
年
目
の
職

員
が
対
象
）

・
中
堅
事
務
職
員
リ
ト
リ
ー

ト
（
在
職
15
年
前
後
の
職
員

が
対
象
）

・
全
国
事
務
局
長
・
事
務
長

会
議

・
キ
リ
ス
ト
教
活
動
担
当
事

務
職
員
研
修
会

（
宗
教
セ
ン
タ
ー
等
に
所
属

の
担
当
者
だ
け
で
な
く
、
キ

リ
ス
ト
教
教
育
活
動
を
担
当

す
る
方
は
ど
な
た
で
も
参
加

い
た
だ
け
ま
す
。）

・
本
部
・
地
区
事
務
局
会
議

　
教
育
同
盟
事
務
局
と
地
区

協
議
会
事
務
局
の
担
当
職
員

が
情
報
交
換
・
協
議
を
行
い

ま
す
。

◇
教
職
員
後
継
者
養
成
部
会

　
キ
リ
ス
ト
教
学
校
で
働
く

こ
と
を
希
望
す
る
学
生
た
ち

が
キ
リ
ス
ト
教
学
校
に
つ
い

て
学
ぶ
場
で
す
。
キ
リ
ス
ト

教
学
校
で
働
く
意
義
や
学
校

紹
介
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
ま
た

小
中
高
の
学
校
を
訪
問
し
体

験
・
見
学
を
す
る
機
会
も
あ

り
ま
す
。
地
区
の
学
生
と
つ

な
が
る
活
動
の
た
め
、
各
地

区
の
教
職
員
後
継
者
養
成
部

会
が
中
心
と
な
っ
て
ガ
イ
ダ

ン
ス
や
講
座
が
計
画
・
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

・
新
入
生
ガ
イ
ダ
ン
ス

・
教
職
員
志
願
者
ガ
イ
ダ
ン

ス・
養
成
講
座

・
学
校
見
学
会

・
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
配
信

広
報
委
員
会

　
各
地
区
で
選
ば
れ
た
全
国

委
員
会
と
、
関
東
地
区
の
加

盟
校
か
ら
の
実
務
委
員
会
で

活
動
。
新
聞
の
編
集
に
は
主

に
実
務
委
員
会
が
携
わ
っ
て

い
ま
す
。

・
機
関
紙
「
キ
リ
ス
ト
教
学

校
教
育
」
発
行
（
年
10
回
）

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
管
理

新
規
継
続
事
業

◇
全
国
災
害
支
援
連
絡
会
議

　
東
日
本
大
震
災
後
に
立
ち

上
げ
ら
れ
、
自
然
災
害
が
起

こ
っ
た
際
ど
の
よ
う
に
児
童

生
徒
学
生
の
命
を
守
り
、
加

盟
校
間
で
連
携
し
て
危
機
対

応
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
目

的
に
、
各
地
域
の
災
害
特
性

や
防
災
に
つ
い
て
の
学
び
と

交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。

◇
教
育
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
　
教
育
問
題
等
に
悩
む
教
員

を
支
援
す
る
た
め
に
、
そ
の

支
援
方
法
や
態
勢
を
検
討
す

る
委
員
会
。夏
の「
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
合
宿
」
は
10
数
名
の
少

人
数
で
行
わ
れ
、
教
育
経
験

豊
か
な
委
員
と
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
が
チ
ー
ム
を
組
み
、
参
加

者
が
共
に
講
演
を
聴
い
た

り
、
ゆ
っ
く
り
と
経
験
を
共

有
し
た
り
と
、
リ
ラ
ッ
ク
ス

で
き
る
場
を
提
供
し
、
合
宿

後
、
参
加
者
が
教
育
の
業
に

活
き
活
き
と
自
信
を
も
っ
て

励
ん
で
い
け
る
よ
う
に
し
て

い
く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

◇
学
内
教
職
員
研
修
会
講
師

派
遣
制
度

　
各
校
が
開
催
す
る
学
内
研

修
会
で
、
教
職
員
が
キ
リ
ス

ト
教
教
育
や
建
学
の
精
神
へ

の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
講

師
派
遣
制
度
。
各
校
研
修
会

の
テ
ー
マ
に
ふ
さ
わ
し
い
キ

ャ
リ
ア
の
講
演
者
を
、
教
育

同
盟
が
費
用
負
担
を
し
て
派

遣
し
ま
す
。
本
紙
３
月
号
の

１
面
主
張
欄
に
詳
し
い
説
明

が
あ
り
ま
す
。

２
０
１
９
夏
期
学
校

《
教
育
同
盟
か
ら
の
呼
び

か
け
》

　
近
年
で
は
機
関
紙
で
以

下
の
呼
び
か
け
や
表
明
が

あ
り
ま
し
た
。

〇
「
救
援
募
金
」
の
呼
び

か
け
や
お
祈
り
カ
ー
ド
の

ご
案
内

阪
神
淡
路
大
震
災
（
１
９

９
５
年
）、
東
日
本
大
震

災
（
２
０
１
１
年
）、
熊

本
地
震
（
２
０
１
６
年
）

〇
「
今
、
こ
の
時
に
私
た

ち
が
大
切
に
し
た
い
こ
と

︱
多
様
性
の
尊
重
と
共
生

を
め
ざ
し
て
︱
」　
（
理

事
会
名
・
２
０
１
９
年
）

〇
「
学
校
法
人
ガ
バ
ナ
ン

ス
改
革
を
め
ぐ
る
議
論
に

対
す
る
要
望
」

（
理
事
長
名
・
２
０
２
１

年
）

《
夏
期
行
事
》

　
か
つ
て
７
月
に
は
、
教
員

向
け
の
「
夏
期
研
究
集
会
」

と
職
員
向
け
の
「
夏
期
学

校
」
が
御
殿
場
の
東
山
荘
で

１
週
間
に
亘
り
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
２
０
１
４
年
か
ら

は
教
員
向
け
は
対
象
者
を
絞

っ
た
い
く
つ
か
の
研
修
に
分

け
ら
れ
、
各
部
会
の
中
で
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。「
夏
期

学
校
」
は
現
在
も
職
歴
の
短

い
職
員
の
研
修
会
と
し
て
７

月
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

新
聞
21
年
11
月
号

文
部
科
学
省
の
私
立
学
校
法
改
正

の
議
論
に
お
け
る
評
議
員
会
機
能

見
直
し
へ
の
要
望
書
を
提
出

　「そこで、私のこれらの言葉を聞いて行う者は皆、
岩の上に自分の家を建てた賢い人に似ている。雨が降
り、川が溢れ、風が吹いてその家を襲っても、倒れな
かった。岩を土台としていたからである。私のこれら
の言葉を聞いても行わない者は皆、砂の上に自分の家
を建てた愚かな人に似ている。雨が降り、川が溢れ、
風が吹いてその家に打ちつけると、倒れて、その倒れ
方がひどかった」
� （マタイによる福音書７章24〜27節）

　十字架で死なれたイエス・キリストの復活を祝うイ
ースター、おめでとうございます。新年度、入学・進
級、就職・任用に伴い、新たな気持ちで、新たな環境
で、新たなことを始める方も多いと思います。何かを
始めるにあたり、私たちは、何をその基礎、土台とす
るべきでしょうか。
　冒頭の聖書のことばは、イエス・キリストが語られ
た「山上の説教」の末尾の部分です。注目したいの
は、岩の上にも、砂の上にも、どちらにも家は建った
という点です。地上の、目に見える部分は、同じよう
に見える。いやむしろ、砂の上に家を建てた人は、基

礎工事に時間がかからず、竣工が早かったのではない
でしょうか。
　一方、岩を土台として家を建てた人は…地面の下に
隠れている硬い岩を掘り出し、柱を立てるために穴を
空ける。そのような努力によって据えられた土台は、
建てられた家に覆われて、見えなくなってしまいま
す。
　しかしひとたび、雨が降り、川が溢れ、風が吹いて
家に打ちつけると…困難の時こそ、目に見えない基
礎、土台にどれほどの時間と労力をかけたか、その結
果があらわになるのです。
　地位や名声、成功や収入といった、目に見える、測
ることができるものを評価の基準とすることが当たり
前の昨今。就職活動、学校・大学の入学試験でも、
「目に見える成果」を求める、求められることが多い
のかもしれません。しかし、私たちが働くキリスト教
学校では、目に見えない部分こそ大切にしたい。本当
の賢さとは何か、聖書のことばを聞き、行うことを土
台とする教育を、その根幹に据えていきたいと思いま
す。
� 〈国際基督教大学高等学校キリスト教科教諭〉



（3） （月刊）（第三種郵便物認可）キ リ ス ト 教 学 校 教 育（762号） 2023年4月15日（土）
（
２
面
よ
り
つ
づ
く
）

◇
中
小
規
模
学
校
法
人
の
連

携
協
力
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
中
小
規
模
学
校
は
少
子
高

齢
化
が
加
速
す
る
中
で
教
育

及
び
財
務
環
境
は
大
き
な
揺

れ
動
き
の
渦
中
に
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ら
学
校
代
表
者
が

共
通
す
る
課
題
理
解
と
連
携

の
た
め
の
行
動
と
対
策
を
考

え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
過
去
２
回

は
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
と
な
り

ま
し
た
が
、
今
年
度
は
対
面

の
懇
話
会
を
実
現
し
連
携
と

協
力
の
き
ず
な
を
強
め
た
い

と
思
い
ま
す
。

◇
教
育
同
盟
史
資
料
整
理

　
２
０
１
０
年
の
教
育
同
盟

１
０
０
周
年
に
あ
た
っ
て
発

刊
し
た
『
キ
リ
ス
ト
教
学
校

教
育
同
盟
百
年
史
』
の
編
纂

関
連
資
料
や
同
盟
事
務
局
所

蔵
の
史
資
料
に
つ
い
て
、
２

０
１
９
年
か
ら
リ
ス
ト
・
目

録
作
成
、
保
存
、
配
架
の
作

業
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◇
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の

運
用

　
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議
や
研
修
が
増
加
し

た
中
、
そ
の
記
録
を
委
員
個

人
で
は
な
く
、
同
盟
と
し
て

管
理
保
存
・
活
用
で
き
る
よ

う
ク
ラ
ウ
ド
ス
ト
レ
ー
ジ
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
会

担
当
者
が
閲
覧
・
編
集
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

キ
リ
ス
ト
教
学
校

教
育
振
興
助
成

　
キ
リ
ス
ト
教
教
育
に
関
す

る
教
職
員
の
学
び
を
後
押
し

す
る
た
め
の
制
度
で
す
。
下

欄
の
記
事
「
キ
リ
ス
ト
教
学

校
教
育
振
興
助
成
の
ご
案

内
」
の
説
明
と
募
集
欄
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

キ
リ
ス
ト
教
学
校

教
育
懇
談
会

　
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
学
校
連

合
会
と
教
育
同
盟
が
共
同
で

会
議
や
講
演
会
を
開
催
、
カ

ト
リ
ッ
ク
校
・
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
校
の
枠
組
み
を
超
え
て

教
職
員
が
集
い
ま
す
。
平
和

学
、
道
徳
の
教
科
化
、
環

境
、
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
な
ど

の
テ
ー
マ
を
と
も
に
学
び
考

え
る
講
演
会
は
20
回
を
重
ね

て
い
ま
す
。

教
職
員
就
職
支
援

　
教
育
同
盟
の
機
関
紙
や
Ｈ

Ｐ
に
加
盟
校
か
ら
お
預
か
り

し
た
公
募
情
報
を
掲
載
し
ま

す
。
ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教
学

校
で
の
働
き
を
希
望
す
る
加

盟
校
在
学
生
・
卒
業
生
や
キ

リ
ス
ト
教
信
徒
・
求
道
者
を

対
象
と
し
た
就
職
支
援
登
録

制
度
に
よ
っ
て
、
新
し
い
教

職
員
を
求
め
る
加
盟
校
と
登

録
者
を
お
繋
ぎ
し
ま
す
。

（
下
の
「
今
年
度
登
録
に
つ

い
て
」も
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

地
区
組
織
と
活
動

　
４
つ
の
地
区
組
織
に
も
部

会
が
あ
り
、
各
地
区
・
各
部

会
独
自
の
研
修
会
等
の
企
画

実
施
に
携
わ
り
ま
す
。
地
区

事
務
局
は
各
地
区
の
担
当
校

内
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
区
主
催
の
研
修
会
等
へ

の
参
加
は
地
区
に
申
し
込
み

を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

◇
東
北
・
北
海
道
地
区

　
教
育
研
究
集
会
大
学
部

会
、
同
中
高
部
会
、
新
任
教

師
研
修
会
、
教
職
員
後
継
者

養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

◇
関
東
地
区

　
大
学
部
会
、
中
高
部
会

（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
研
究
会

を
含
む
）、
小
学
部
会
（
東

日
本
小
学
校
教
職
員
協
議
会

実
行
委
員
会
）、
聖
書
科
委

員
会
、
中
高
教
師
研
修
会
、

音
楽
教
育
研
究
会
、
新
任
教

師
研
修
会
、
教
職
員
後
継
者

養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
志
願
者

ガ
イ
ダ
ン
ス
、
学
校
体
験
・

見
学
会
）、
災
害
支
援
連
絡

会
議

◇
関
西
地
区

　
夏
期
研
修
会
、
大
学
部
会

研
究
集
会
、
キ
リ
ス
ト
教
学

校
校
長
会
、
新
任
教
師
研
修

会
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
研
修

会
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
担
当

者
の
集
い
、
事
例
研
究
会
、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
基
礎
研
修

講
座
、
西
日
本
小
学
校
教
職

員
協
議
会
、
教
職
員
後
継
者

養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
志
願
者

ガ
イ
ダ
ン
ス
、
学
校
体
験
・

見
学
会
）、
聖
書
科
研
修

会
、
聖
書
科
研
究
会
、
災
害

支
援
連
絡
会
議

◇
西
南
地
区

　
夏
期
学
校
、
校
長
会
、
事

務
長
会
、
中
高
聖
書
科
研
修

会
、
新
任
教
師
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
、
事
務
職
員
研
修

会
、
大
学
部
会
、
中
高
部

会
、
教
職
員
後
継
者
養
成
プ

ロ
グ
ラ
ム

教
育
同
盟
あ
れ
こ
れ

各
種
刊
行
物

　
教
育
同
盟
で
は
戦
前
か
ら

聖
書
科
の
教
科
書
・
副
読
本

を
は
じ
め
、
様
々
な
書
籍
や

冊
子
を
刊
行
し
て
き
ま
し

た
。
現
在
も
各
地
区
編
纂
の

『
キ
リ
ス
ト
教
Ｑ
＆
Ａ
』
シ

リ
ー
ズ
、
教
職
員
後
継
者
養

成
部
会
『
キ
リ
ス
ト
教
学
校

の
教
職
員
を
こ
こ
ろ
ざ
す
人

た
ち
へ
』
の
提
供
を
し
て
い

ま
す
。
学
内
研
修
や
授
業
に

ご
活
用
く
だ
さ
い
。
教
育
同

盟
加
盟
校
名
簿
も
毎
年
発
刊

し
て
い
ま
す
。

教
育
同
盟
事
務
局
っ
て
？

　
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同

盟
事
務
局
は
、
新
宿
区
西
早

稲
田
の
小
高
い
丘
の
上
、
日

本
キ
リ
ス
ト
教
会
館
の
７
階

に
あ
り
ま
す
。
事
務
局
に
は

事
務
局
長
と
二
名
の
事
務
職

員
が
お
り
、
全
国
的
な
活
動

に
関
わ
る
業
務
に
携
わ
っ
て

い
ま
す
。
研
修
や
公
募
情

報
、
冊
子
の
購
入
ほ
か
、
不

明
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同

盟
は
加
盟
校
の
皆
様
に
支
え

ら
れ
て
活
動
を
続
け
て
ま
い

り
ま
し
た
。
キ
リ
ス
ト
教
に

基
づ
く
、
各
校
の
よ
り
よ
い

教
育
活
動
や
学
校
運
営
の
た

め
、
教
育
同
盟
の
研
修
や
様

々
な
制
度
を
教
職
員
の
皆
様

　
教
育
同
盟
の
事
業
の
一
つ

に
「
教
育
振
興
助
成
」
制
度

が
あ
り
ま
す
。
教
育
同
盟
が

一
般
社
団
法
人
に
移
行
し
た

２
０
１
６
年
に
ス
タ
ー
ト
し

た
事
業
で
す
。

　
キ
リ
ス
ト
教
教
育
を
広
く

振
興
す
る
た
め
の
諸
事
業
、

教
職
員
の
資
質
向
上
の
た
め

の
諸
事
業
を
活
性
化
さ
せ
、

支
援
す
る
目
的
の
制
度
で
す

が
、
外
部
の
個
人
や
団
体
に

も
開
か
れ
た
公
益
事
業
で

す
。
詳
し
い
募
集
要
項
は
同

盟
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
中
で
す
。

　
２
０
２
３
年
度
の
助
成
予

算
は
昨
年
同
様
、
上
限
６
０

０
万
円
と
い
た
し
ま
す
。

　
助
成
対
象
の
分
野
は
、

（
１
）
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教

育
の
研
究
集
会
・
研
修
会
・

連
絡
会
議
出
席
の
助
成
（
法

人
・
学
校
を
通
し
て
の
助
成

申
請
）

（
２
）
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教

育
の
調
査
研
究
の
助
成 

（
３
）
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教

育
の
研
究
集
会
・
研
修
会
・

講
演
会
開
催
の
助
成 

（
４
）
そ
の
他
キ
リ
ス
ト
教

学
校
教
育
の
振
興
の
た
め
の

助
成

な
ど
で
す
。

　
支
給
対
象
は
、
個
人
な
い

し
は
団
体
（
グ
ル
ー
プ
）、

法
人
団
体
で
す
。

　
助
成
金
は
、
研
究
・
調
査

費
、
研
究
集
会
等
参
加
費
・

交
通
費
・
宿
泊
費
、
研
究
集

会
・
講
演
会
等
実
施
に
必
要

な
運
営
費
・
消
耗
品
費
・
謝

金
、
印
刷
製
本
費
等
に
充
て

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
選
考
に
あ
た
っ
て
の
主
な

基
準
は
、

　
①
研
鑚
領
域
が
加
盟
校
全

体
に
還
元
さ
れ
る
も
の
、
②

小
規
模
校
で
研
究
費
等
に
苦

慮
し
て
い
る
、
あ
る
い
は
研

修
会
参
加
費
の
負
担
で
苦
慮

し
て
い
る
申
請
を
優
先
し
て

い
ま
す
。

　
過
去
３
年
間
、
コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
に
よ
る
研
修
会
な
ど

の
中
止
や
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

に
よ
り
、
応
募
が
極
め
て
少

な
く
な
り
ま
し
た
。
募
集
期

間
が
短
い
た
め
に
検
討
の
時

間
が
少
な
く
申
し
訳
あ
り
ま

せ
ん
が
、
今
年
度
ぜ
ひ
多
く

の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

�

坂
田
雅
雄

〈
横
浜
共
立
学
園
理
事
長
、

教
育
同
盟
助
成
選
考
委
員

長
〉

　
２
０
２
３
年
１
月
13
日

（
金
）～
14
日（
土
）、
新
た
な

年
の
ス
タ
ー
ト
に
、
同
志
社

国
際
学
院
初
等
部
に
お
い
て

小
学
校
代
表
者
研
修
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
対
面
で
の
開

催
は
３
年
ぶ
り
と
い
う
こ
と

で
、
参
加
し
た
先
生
方
と
共

に
学
び
の
時
を
過
ご
せ
た
こ

と
は
、何
よ
り
感
謝
で
し
た
。

　
開
会
礼
拝
で
の

田
太
郎

先
生
（
東
洋
英
和
女
学
院
）

の
「
す
べ
て
は
神
の
ご
支
配

の
中
に
あ
り
、
神
が
共
に
い

て
く
だ
さ
る
こ
と
を
信
じ

て
、
闇
を
退
け
る
光
と
な
っ

て
い
く
」
な
ど
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
は
、
力
強
く
大
き
な
希
望

と
喜
び
に
繋
が
る
も
の
と
な

り
ま
し
た
。

　
一
日
目
は
、
今
年
度
、
会

の
開
催
に
あ
た
り
、
中
心
と

な
っ
て
企
画
運
営
を
し
て
く

だ
さ
っ
た
委
員
長
の
佐
藤
慎

先
生
（
聖
学
院
）、
会
場
校

校
長
で
あ
る
栁
田
昌
彦
先
生

（
同
志
社
国
際
学
院
）
の
挨

拶
の
後
、
同
志
社
国
際
学
院

初
等
部
の
教
育
に
つ
い
て
の

紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
良
心
教
育
」
と
い
う
建
学

の
精
神
の
も
と
、「
キ
リ
ス

ト
教
主
義
」「
自
由
主
義
」

「
国
際
主
義
」
を
教
育
理
念

と
し
、
ユ
ニ
ー
ク
な
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
豊
か
な
教
育
環

境
が
整
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

・「
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
（
Ｉ

Ｂ
）」
の
公
式
認
定
校
と
し

て
世
界
標
準
の
初
等
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て
い
る

こ
と
・
探
究
的
な
学
び
に
よ

り
創
造
性
や
論
理
性
、
思
考

力
の
向
上
を
目
指
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
等
、
学
び
が
多

い
内
容
で
し

た
。
ビ
デ
オ

で
見
せ
て
い

た
だ
い
た
子

ど
も
た
ち
の

姿
か
ら
も
、
六
年
間
で
と
て

も
大
き
な
成
長
を
遂
げ
て
い

る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。

　
そ
の
後
、
各
校
一
番
の
課

題
を
報
告
し
、
情
報
を
共
有

す
る
場
が
設
け
ら
れ
ま
し

た
。
最
後
に
校
内
を
案
内
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
随

所
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
教
育
環

境
づ
く
り
が
施
さ
れ
て
い

て
、
参
考
に
な
る
こ
と
が
溢

れ
て
い
ま
し
た
。

　
二
日
目
は
、「
同
志
社
の

キ
リ
ス
ト
教
と
キ
リ
ス
ト
教

教
育
」
と
題
し
て
同
志
社
大

学
神
学
部
教
授 

石
川
立
先

生
が
、
創
立
者 

新
島
襄
先

生
の
歩
み
や
言
葉
に
触
れ
な

が
ら
、
同
志
社
に
お
け
る
キ

リ
ス
ト
教
教
育
に
つ
い
て
ご

講
演
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
講

演
で
提
案
さ
れ
た
課
題
「
キ

リ
ス
ト
教
へ
の
無
関
心
」

公
　
募

▽
活
水
女
子
大
学

▼
国
際
文
化
学
部
日
本
文
化

学
科

職�

種
＝
経
営
学
分
野　
准
教

授
、
講
師
又
は
助
教
１
名

採
用
予
定
日
＝
９
月
１
日
～

応
募
締
切
＝
５
月
31
日

問
合
せ
＝
☎095-822-4107

２
０
２
３
年
度

キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
職
員

就
職
支
援
登
録
に
つ
い
て

　
教
育
同
盟
で
は
、
キ
リ
ス

ト
教
学
校
で
働
く
こ
と
に
使

命
を
感
じ
て
就
職
を
希
望
す

る
方
の
た
め
に
「
２
０
２
３

年
度
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
職

員
支
援
の
登
録
」
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
「
教
職
員
を
目

指
す
方
へ
」
→
「
教
職
員
就

職
支
援
登
録
に
つ
い
て
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
登
録
者
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
は
事
務
局
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
各

校
事
務
局
長
・
事
務
長
様
宛

に
、
個
人
名
を
伏
せ
た
登
録

者
情
報
を
ご
覧
い
た
だ
け
る

Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
ド
ラ
イ
ブ
の

Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
４
月
上
旬
に
お
送

り
い
た
し
ま
す
。
必
要
に
応

じ
て
校
内
で
共
有
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

▽
国
際
基
督
教
大
学
高
等
学

校職�

種
＝
理
科
（
化
学
）
専
任

教
諭
１
名

採�

用
予
定
日
＝
24
年
４
月
１

日
応
募
締
切
＝
５
月
13
日

問
合
せ
＝
☎0422-33-3401

▽
横
浜
共
立
学
園
中
学
校
・

高
等
学
校

職�

種
＝
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー　
非

常
勤
講
師
１
名

採
用
予
定
日
＝
５
月
～

応
募
締
切
＝
４
月
25
日

問
合
せ
＝
☎045-641-3785

▽
（
学
）
青
山
学
院

職�

種
＝
専
任
事
務
職
員
（
新

卒
対
象
）
10
名
程
度

採�

用
予
定
日
＝
24
年
４
月
１

日
応
募
締
切
＝
５
月
５
日

問
合
せ
＝
☎03-3409-6018

「
宗
教
ア
レ
ル
ギ
ー
」
の
二

点
に
つ
い
て
は
、
二
分
団
に

分
か
れ
て
協
議
し
た
後
、
全

体
会
で
の
報
告
を
行
い
ま
し

た
。
記
憶
に
残
る
チ
ャ
ペ
ル

の
時
間
を
大
切
に
／
喜
び
と

し
て
聖
書
を
読
め
る
よ
う
に

／
保
護
者
が
聖
書
を
学
ぶ
場

を
つ
く
り
、
保
護
者
に
も
伝

え
て
い
く
／
日
々
、
祈
り
と

賛
美
に
触
れ
て
い
る
こ
と
に

大
き
な
価
値
が
あ
る
な
ど
、

今
後
に
活
き
る
意
見
が
数
多

く
出
さ
れ
、
共
に
考
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
大
変
な
社
会
情
勢
の
中
に

あ
っ
て
、
希
望
と
喜
び
に
生

き
る
キ
リ
ス
ト
教
学
校
と
し

て
力
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
、

茶
谷
信
一
先
生
（
北
陸
学

院
）
の
祈
り
を
も
っ
て
閉
会

と
な
り
ま
し
た
。�

�

黒
木
佐
幸

〈
西
南
学
院
小
学
校
校
長
〉

《ｅラーニングによる教員免許状更新講習（2017～2022年）》
　教員免許状更新講習のための受付け手続きと、
「キリスト教学校教育の理解、及び児童生徒を取り
巻く状況の変化について理解を深める」ための教育
同盟独自の動画講座を制作しました。加盟校から多
くの方にご利用いただきましたが、2022年６月末の
制度廃止とともに講習も終了しました。

同
志
社
国
際
学
院
初
等
部

（初日）各校の紹介と情報共有

（左）上
かん

戸
べ

（中）孫（右）小林

４月からの事務局の職員

　
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育

同
盟
の
活
動
に
つ
い
て
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
詳
し

く
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
是
非
ア
ク
セ
ス
し
て
み

て
く
だ
さ

い
。
ス
マ

ホ
で
も
見

ら
れ
ま

す
。

２
０
２
３
年
度
キ
リ
ス
ト
教
学
校

２
０
２
３
年
度
キ
リ
ス
ト
教
学
校

教
育
振
興
助
成
の
ご
案
内

教
育
振
興
助
成
の
ご
案
内

同志社国際学院で開催同志社国際学院で開催

第65回第65回
小学校代表者研修会報告小学校代表者研修会報告

一
般
社
団
法
人
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟

２
０
２
3
年
度「
キ
リ
ス
ト
教
学
校

　

教
育
振
興
助
成
」の
募
集
に
つ
い
て

　
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
を
推
進
す
る
研
修
・
研
究
等
へ

の
助
成
制
度
で
す
。
要
項
・
申
請
書
等
詳
細
は
教
育
同
盟

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
「
お
知
ら
せ
」）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

助
成
金
＝
総
額
６
０
０
万
円

助
成
選
考
日
程
（
予
定
）

　
４
月
３
日
（
月
）
募
集
開
始

　
６
月
10
日
（
土
）
助
成
申
請
締
め
切
り

　
７
月
４
日
（
火
）
助
成
先
発
表
（
Ｈ
Ｐ
）

に
ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
と

願
っ
て
い
ま
す
。
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２
０
２
３
年
度
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
同
盟
事
務
局

は
職
員
２
名
の
交
代
で
、
小

林
早
季
子
さ
ん
、
上か

ん
戸べ

寧
子

さ
ん
、
孫
事
務
局
長
の
３
名

体
制
と
な
り
ま
し
た
（
写
真

３
面
）。
業
務
の
基
本
は
変

わ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
持
ち
味
を
生
か
し
て
励
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　
今
号
は
、
新
任
教
職
員
の

視
点
に
立
っ
て
同
盟
の
成
り

立
ち
と
活
動
を
出
来
る
だ
け

分
か
り
や
す
く
紹
介
す
る
特

集
号
と
し
ま
し
た
（
１
～
３

面
）。
各
法
人
の
建
学
の
精

神
と
理
念
を
大
切
に
し
つ

つ
、
全
国
と
地
区
の
活
動

が
、
共
通
す
る
キ
リ
ス
ト
教

学
校
で
働
く
皆
さ
ん
の
貴
重

な
出
会
い
と
交
流
、
研
修
に

用
い
ら
れ
る
よ
う
に
と
願
っ

て
い
ま
す
。�

事
務
局
長

　
関
東
学
院
大
学
は
、
こ
れ

か
ら
の
社
会
で
活
躍
で
き
る

人
材
育
成
に
向
け
、
２
０
１

４
年
に
教
育
に
お
け
る
社
会

連
携
を
目
的
と
し
て
、
企
業

や
自
治
体
な
ど
へ
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
窓
口
と
し
て
社
会
連

携
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し

た
。
教
室
の
中
で
学
ぶ
「
理

論
」
と
、
実
社
会
を
フ
ィ
ー

ル
ド
や
題
材
と
し
た
「
実

践
」
の
往
復
に
よ
る
教
育
モ

デ
ル
を
「
社
会
連
携
教
育
」

と
位
置
づ
け
、
企
業
や
自
治

体
な
ど
と
連
携
し
、
世
代
や

肩
書
き
、
価
値
観
、
文
化
背

景
な
ど
が
異
な
る
多
様
な
人

々
と
協
働
し
な
が
ら
「
実

践
」
が
で
き
る
環
境
構
築
を

推
進
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
は
、
横
浜
南
部
の
２
つ

の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
拠
点
に
、

教
育
・
研
究
活
動
を
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
社
会
連
携
教

育
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て

は
、
交
通
利
便
性
の
点
で
課

題
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
利
便
性
が
高
く
、
社
会

課
題
の
多
様
性
が
豊
富
な
横

浜
都
心
部
へ
の
新
キ
ャ
ン
パ

ス
設
置
を
構
想
し
、
２
０
１

８
年
に
「
横
浜
市
教
育
文
化

セ
ン
タ
ー
跡
地
活
用
事
業
」

の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
応
募
す

る
形
で
、
社
会
連
携
拠
点
と

な
る
新
キ
ャ
ン
パ
ス
を
取
得

し
ま
し
た
。

　
２
０
２
２
年
10
月
に
竣
工

を
迎
え
た
新
キ
ャ
ン

パ
ス
は
、
２
０
２
３

年
４
月
に
開
校
し
、

経
営
学
部
、
法
学

部
、
人
間
共
生
学
部

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
科
の
学
生
約

３
，
３
０
０
名
収
容

の
学
舎
と
な
る
ほ

か
、
全
11
学
部
の
社

会
連
携
拠
点
と
し
て

の
活
用
を
想
定
し
て

い
ま
す
。
新
キ
ャ
ン

パ
ス
は
、
地
下
１

階
、
地
上
17
階
の
う

ち
、
地
下
１
階
と
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
フ
ロ
ア
に
は
、
ブ
ッ
ク

カ
フ
ェ
な
ど
の
商
業
施
設
、

２
階
は
６
５
４
名
収
容
の
テ

ン
ネ
ー
記
念
ホ
ー
ル
と
ギ
ャ

ラ
リ
ー
、
４
階
に
コ
ワ
ー
キ

ン
グ
・
オ
フ
ィ
ス
を
設
置
す

る
な
ど
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
一

部
を
市
民
に
開
放
し
、
教
育

活
動
と
社
会
が
自
然
に
交
わ

り
合
う
環
境
を
構
築
し
て
い

ま
す
。
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
・
オ

フ
ィ
ス
に
は
、
リ
エ
ゾ
ン
機

能
を
も
っ
た
マ
ッ
チ
ン
グ
・

オ
フ
ィ
ス
を
併
設
し
、
教
育

や
研
究
に
お
け
る
連
携
や
接

続
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
体

制
を
整
え
ま
し
た
。
な
お
、

学
生
の
通
常
の
礼
拝
は
、
毎

週
火
曜
日
の
お
昼
時
間
に
テ

ン
ネ
ー
記
念
ホ
ー
ル
に
お
い

て
行
う
予
定
で
い
ま
す
。
ま

た
、
６
階
か
ら
８
階
の
フ
ロ

ア
は
、
用
途
に
合
わ
せ
て
活

用
で
き
る
様
に
、
多
様
な
形

状
・
特
徴
を
も
っ
た
什
器
を

配
置
し
た
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ

ン
ズ
が
広
が
っ
て
お
り
、
新

キ
ャ
ン
パ
ス
を
修
学
キ
ャ
ン

パ
ス
と
す
る
学
生
だ
け
で
な

く
、
す
べ
て
の
学
部
の
学
生

が
協
働
し
て
学
べ
る
環
境
を

整
え
て
い
ま
す
。

　
関
東
学
院
は
、
１
８
８
４

年
に
横
浜
・
山
手
に
創
立
さ

れ
た
横
浜
バ
プ
テ
ス
ト
神
学

校
を
源
流
と
し
て
い
ま
す

が
、
創
立
の
地
に
程
近
い
関

内
地
区
へ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
新

設
は
、
原
点
へ
の
回
帰
と
も

言
え
ま
す
。
関
東
学
院
の
校

訓
「
人
に
な
れ 

奉
仕
せ
よ
」

を
実
践
す
る
た
め
、
新
た
な

　毎年12月になると、それぞれのキリスト教学校
では特別礼拝やコンサートなどを催してクリスマ
ス（降誕祭）を盛大に祝います。それに比べて、
春のイースター（復活祭）については行事らしい
行事が行われていないのが実情かもしれません。
ですから、キリスト教学校に通う生徒や学生たち
でさえイースターについての理解を深める機会が
ほとんどないため、イースターを知らぬまま卒業
していく生徒や学生たちもいるでしょう。
　イースターはイエス・キリストの復活を記念す
るとても重要な記念日です。古代教会では、イー
スターが最大の祝祭日であり、この日に合わせて
洗礼を受ける準備をしていました。キリスト教
は、十字架によるイエス・キリストの受苦と死、
そして、復活による永遠のいのちの約束と希望を
「最も大切なこと」（コリント一15：3）として
宣べ伝えてきました。使徒パウロが「キリストが
復活しなかったのなら、わたしたちの宣教は無駄
であるし、あなたがたの信仰も無駄です」（コリ
ント一15：14）と断言するように、復活はキリス
ト教の教理と信仰にとって、まさに「肝心要」な
のです。四つの福音書には、イエスの誕生につい
て全く記録していないもの（マルコ）もあります

が、四つともそろって丁寧かつ詳細に記述するの
がイエスの十字架と復活の出来事です。
　質問に戻りましょう。これほど大事なイースタ
ーがなぜキリスト教学校で祝われていないのでし
ょう。それは単純に学事暦の問題です。日本では
新年度の開始が4月です。３月下旬から４月上旬
までが卒業と入学のシーズンとなり、イースター
はまさにちょうどその慌ただしい時期と重なりま
す。しかも「12月25日」のように、イースター
には固定した日付がなく、毎年変動し、3月のと
きもあれば4月のときもあります。日付の選定は
「春分の日を過ぎて、最初の満月を迎えた後、最
初に迎えた日曜日」という、ややこしい基準とな
っています。
　キリスト教学校がクリスマスのように行事とし
て催しを実施していないからといって、イースタ
ーを軽視しているわけでは決してありません。別
れと出会い、卒業と入学という、春の節目のシー
ズンを迎えて、一人ひとりがこれまでの自分から
新しい自分へと脱却し、成長の転換点となる入学
式は、まさに復活のキリストの恵みと神の永遠の
いのちの力に支えられて行われます。新入生の皆
さん、ご入学おめでとうございます！

＜行事予定＞
※現時点で9月までの計画分のみ掲載しています。
６／２～３　第111回定時総会� （八代学院、オンライン併用）
　　17　　　第68回東日本小学校教職員協議会�（青山学院初等部）
７／22～24　第67回事務職員夏期学校� （御殿場市・東山荘）
８／１～３　第10回中堅教員リトリート
� （同志社びわこリトリートセンター）
　　７～８　第８回全国災害支援連絡会議
� （九州ルーテル学院大学）
　　10～12　第３回教員リフレッシュ研修� （奈良県洞川温泉）
　　17～19　第56回全国聖書科研究集会� （捜真学院）
　　23～24　第13回中堅事務職員リトリート
� （同志社今出川キャンパス）
　　25　　　第10回大学新任教員研修会� （オンライン）
９／１～２　第９回全国事務局長・事務長会議� （東北学院大学）
　　４　　　第67回大学部会研究集会� （オンライン）
　　８　　　第３回キリスト教活動担当事務職員研修会
� （明治学院大学）
　　９　　　教研部会等委員長会議
� （教育同盟事務局またはオンライン）
　　30　　　本部・地区事務局会議� （オンライン）

キ
ャ
ン
パ
ス
を
活
用
し
、
こ

れ
か
ら
の
社
会
に
「
奉
仕
」

で
き
る
人
材
育
成
を
さ
ら
に

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

�

松
田
和
憲

�

〈
関
東
学
院
学
院
長
〉

―キリスト教の理解を深めるために―

キリスト教Ｑ＆Ａキリスト教Ｑ＆Ａ

キリスト教学校では、なぜイースター
（復活祭）をクリスマスのように祝わ
ないのですか？

原 田 浩 司
東北学院

宗教センター主任
東北学院大学宗教部長（ ）

関
東
学
院
大
学

関
東
学
院
大
学

関
内
キ
ャ
ン
パ
ス
開
校

関
内
キ
ャ
ン
パ
ス
開
校

横
浜
港
方
面
を
臨
む　

７
階
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ

１
階
カ
フ
ェ

Nathan-Coffee1884

す
べ
て
の
事
に
つ
い
て
、
感
謝
し
な
さ

い
。」（
口
語
訳　
テ
サ
ロ
ニ
ケ
人
へ
の

第
一
の
手
紙
５
章
16
〜
18
節
）
を
生
活

学
園
の
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
教
育
事
業
に

人
生
を
さ
さ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
１
９
８

９
年
に
出
版
さ
れ
た
随
筆
集
『
教
育
は

愛
な
り
』
で
は
、
盛
岡
大
学
の
教
育
理

念
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら

れ
ま
す
。

　
「
盛
岡
大
学
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
精

神
を
持
っ
て
教
養
を
身
に
着
け
、
神
の

愛
の
高
さ
、
深
さ
、
広
さ
を
知
り
、
人

類
愛
に
燃
え
る
奉
仕
の
で
き
得
る
謙
虚

な
人
格
の
育
成
を
重
点
に
し
て
お
り
ま

す
。
時
代
は
変
転
い
た
し
ま
す
が
、
こ

の
精
神
は
い
か
な
る
時
代
に
お
い
て
も

変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
教
師
と

学
生
と
の
出
会
い
を
重
ん
じ
、
常
に
尊

敬
と
信
頼
を
深
め
る
こ
と
に
つ
と
め
ま

す
。」

　
こ
の
細
川
泰
子
先
生
の
キ
リ
ス
ト
教

精
神
に
基
づ
く
教
育
理
念
は
、
現
在
も

盛
岡
大
学
に
お
い
て
大
切
に
継
承
さ
れ

て
い
ま
す
。�

小
林
み
ゆ
き

�

〈
盛
岡
大
学
宗
教
主
任
〉

細川泰子
盛岡大学

●�

　
盛
岡
大
学
の
創
始
者
で
あ
り
、

学
長
で
あ
っ
た
細
川
泰
子
先
生

は
、
１
９
０
６
年
に
岩
手
県
に
生

ま
れ
育
ち
、
最
初
は
仙
台
市
三
島

学
園
で
被
服
・
裁
縫
を
学
び
卒
業

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
当
時
、
岩

手
県
の
乳
幼
児
の
死
亡
率
が
全
国

一
で
、
高
血
圧
症
に
悩
む
老
人
が
多
か

っ
た
こ
と
か
ら
、
被
服
よ
り
食
生
活
の

改
善
の
重
要
性
を
痛
感
し
、
ク
リ
ス
チ

ャ
ン
で
あ
る
細
川
泰
子
先
生
は
、
１
９

５
１
年
に
は
す
べ
て
の
私
財
を
つ
ぎ
込

ん
で
家
政
科
と
栄
養
科
を
も
つ
「
盛
岡

生
活
学
園
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
幼
稚
園
、
高
等
学
校
、
調
理
師
専

門
学
校
、
短
期
大
学
、
さ
ら
に
、
１
９

８
４
年
に
は
、
英
米
文
学
科
と
児
童
教

育
学
科
を
持
つ
盛
岡
大
学
を
新
設
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
日
本
文
学
科
、
社
会

文
化
学
科
、
栄
養
科
学
部
が
更
に
増
設

さ
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
細
川
泰
子
先
生
は
、
半
世
紀
を
越
え

て
多
く
の
苦
労
や
絶
望
を
経
験
さ
れ
な

が
ら
も
聖
書
の
こ
と
ば
「
い
つ
も
喜
ん

で
い
な
さ
い
。
絶
え
ず
祈
り
な
さ
い
。


